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平
成
26
年
第
１
回
赤
穂
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
新
年
度
予
算
案
を

は
じ
め
と
す
る
諸
議
案
が
成
立
し
ま

し
た
。
２
月
24
日
に
豆
田
市
長
が
表

明
し
た
施
政
方
針
に
沿
っ
て
、
主
要

な
施
策
の
大
要
と
予
算
の
あ
ら
ま
し

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
が
進
展
し
て
い
る
中
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
、
家
庭
、
地
域
、
企

業
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
次
の
時

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や
か

に
育
つ
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

後
期
５
か
年
の
赤
穂
こ
ど
も
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
支
援
施
策
を
包

括
的
・
体
系
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
度
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
や
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
意
見

を
踏
ま
え
て
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
」を
策
定
す
る
ほ
か
、
引
き
続

き
妊
産
婦
健
康
診
査
費
や
乳
児
健
康

診
査
費
及
び
特
定
不
妊
治
療
費
、
出

産
費
の
助
成
を
行
い
、
妊
娠
・
出
産

に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と

し
て
、
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
幼
稚
園
に
お

い
て
、
引
き
続
き
午
前
７
時
30
分
か

ら
の
早
朝
保
育
、
預
か
り
時
間
の
午

後
６
時
ま
で
の
延
長
、
春
季
、
夏
季

及
び
冬
季
の
長
期
休
業
日
に
お
け
る

保
育
を
実
施
す
る
ほ
か
、
保
育
所
で

の
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
事
業
、

乳
児
保
育
事
業
等
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

と
保
育
士
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
に
就
労
し
て
い
な
い
保
育
士
資

格
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
、
市
内
の
公
立
保
育
所
へ
の
就
職

に
つ
な
げ
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
市
営
住
宅
使
用
料

や
保
育
所
保
育
料
な
ど
10
事
業
に
つ

い
て
、
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家

庭
に
寡
婦（
夫
）控
除
の
み
な
し
適
用

を
実
施
す
る
ほ
か
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
子
ど
も
育
成
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
幼
児

２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
助
成
事
業
、

子
育
て
情
報
携
帯
シ
ス
テ
ム
事
業
、

児
童
虐
待
防
止
啓
発
事
業
な
ど
に
引

き
続
き
取
り
組
み
、
子
育
て
支
援
策

の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
子
化
の
要
因
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る「
晩
婚
化
・
未
婚
化
」

の
対
応
と
し
て
、
独
身
男
女
の
出
会

い
の
場
を
提
供
し
、
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
機
会
の
創

出
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
地
域
特
性

を
生
か
し
た
定
住
・
交
流
の
推
進
を

支
援
す
る
各
種
施
策
の
展
開
が
必
要

で
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
市
内
経

済
の
一
層
の
活
性
化
と
企
業
留
置
に

よ
る
雇
用
の
安
定
・
創
出
を
図
る
た

め
、
緑
地
面
積
率
等
の
緩
和
制
度
を

活
用
し
た
市
内
企
業
に
よ
る
新
た
な

設
備
投
資
の
促
進
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
立
地
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
し
、
工
場
設
置
奨
励
金
及

び
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
係
る
特
例

措
置
を
３
年
間
延
長
し
て
、
立
地
企

業
に
対
す
る
支
援
策
の
継
続
を
図
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
事
業
所
へ
の
就
業

拡
大
を
図
る
た
め
、
雇
用
奨
励
金
交

付
事
業
の
対
象
を
新
規
高
卒
者
か
ら

新
規
中
卒
者
ま
で
拡
大
す
る
ほ
か
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
い

て
も
、
助
成
金
の
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
な
ど
、
市
内
産
業
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
圏
域
住
民
の
皆
様
の
移
動
手

段
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
圏
域
バ
ス「
て
い
じ
ゅ
う
ろ
う
」

の
本
格
運
行
を
実
施
す
る
な
ど
、
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
に

つ
い
て
、
圏
域
市
町
と
の
連
携
の
も

と
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

定
住
・
交
流
支
援
策
の
一
環
と
し

て
、
本
市
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
人

た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き

「
転
入
者
定
住
支
援
金
」の
交
付
や
新

婚
世
帯
に
対
し
て
賃
貸
住
宅
の
家
賃

の
一
部
助
成
を
行
い
、
市
内
外
の
若

者
世
代
の
本
市
へ
の
定
住
を
促
進
す

る
ほ
か
、
主
に
関
東
地
域
で
活
躍
さ
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れ
て
い
る
赤
穂
市
ゆ
か
り
の
方
々
と

の
情
報
交
換
及
び
交
流
を
図
る
た
め
、

新
た
に「
東
京
あ
こ
う
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
、
本
市
の
情
報
と
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
、「
赤
穂
国
際
音

楽
祭
」を
本
年
度
も
姫
路
国
際
音
楽

祭
と
の
共
同
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

一
層
充
実
し
た
音
楽
祭
と
し
て
、
国

内
外
の
多
く
の
人
々
と
の
文
化
交
流

を
図
る
と
と
も
に
、
赤
穂
の
名
を
世

界
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
は
、
第
４
回
目

と
な
る「
赤
穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」を
開
催
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
の
交
流
も
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
供
用
開

始
し
た
赤
穂
海
浜
公
園
東
側
の
赤

穂
元
禄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
本
年
度
は
同
公
園
北
側
の
赤
穂

海
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、
赤
穂
海
浜

公
園
を
核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
機
能

向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し 

ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
観

光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
ほ

か
、
新
た
に
観
光
周
遊
バ
ス
を
名
称

変
更
し
、「
陣
た
く
ん
号
」と
し
て
運
行

す
る
と
と
も
に
、
観
光
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
陣
た
く
ん
」を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

観
光
客
の
増
加
と
交
流
人
口
の
拡
大

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
義
士
祭
に

つ
い
て
は
、
日
曜
日
開
催
と
な
る
こ

と
か
ら
、
定
着
し
て
き
た
忠
臣
蔵
ウ

イ
ー
ク
事
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
前
夜
祭
で
は
天
守
閣
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
加
え
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
取
り
入
れ

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
当
日
は
い

き
つ
ぎ
広
場
に
観
覧
席
を
設
置
し
、

昨
年
好
評
を
い
た
だ
い
た
著
名
人
を

含
め
た
義
士
行
列
な
ど
に
よ
り
、
盛

大
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
振
興
策
の
一
環
と

し
て
、
新
た
に
市
内
の
３
店
舗
以
上

が
合
同
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
助

成
す
る
ほ
か
、
食
の
赤
穂
ま
る
ご
と

フ
ェ
ス
タ
事
業
、
赤
穂
情
報
物
産
館

開
設
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
稲
作
体

験
農
園
の
設
置
や
地
場
農
産
物
の
直

売
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援
な
ど
に
よ

る
地
産
地
消
推
進
事
業
を
実
施
し
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
出
に

努
め
ま
す
。

　

最
近
は
、
従
来
の
経
験
や
デ
ー
タ

が
通
用
し
な
い
風
水
害
が
発
生
し
、

近
い
将
来
に
は
山
崎
断
層
帯
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
発
生

も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
に
加
え
て
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
新
た
な
感
染
症
の
発
生
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
危
機
に
備
え
て
防
災
体
制

や
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
震
、

津
波
、
風
水
害
等
の
自
然
災
害
か
ら
、

市
民
の
生
命
、
身
体
を
守
る
た
め
、

防
災
行
政
無
線
の
本
体
工
事
に
着
手

し
、
迅
速
・
的
確
な
情
報
伝
達
体
制

の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
各

種
気
象
情
報
等
を
迅
速
に
伝
達
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」

を
運
営
す
る
と
と
も
に
、
地
震
・
津

波
対
策
に
関
す
る
国
・
県
の
指
針
に

基
づ
き
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
お

け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
と
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
向
上
を
図
る
た

め
、
小
学
校
、
中
学
校
の
校
舎
等
に

つ
い
て
引
き
続
き
耐
震
対
策
補
強
工

事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
平
成
27
年
度

中
の
市
内
全
小
・
中
学
校
耐
震
化
に

向
け
た
実
施
設
計
に
つ
い
て
も
計
画

的
に
推
進
し
ま
す
。
な
お
、
幼
稚
園

舎
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
の
結
果

を
受
け
て
、
赤
穂
西
幼
稚
園
を
は
じ

め
、
４
幼
稚
園
に
お
い
て
耐
震
対
策

補
強
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
赤
穂

幼
稚
園
、
塩
屋
幼
稚
園
及
び
尾
崎
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
築
に
向
け

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
地
震
発
生
に
備

え
て
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
屋
内

運
動
場
照
明
器
具
な
ど
の
落
下
防
止

の
た
め
、
非
構
造
部
材
耐
震
対
策
に

向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
全
小
学
校
に
雨
水

貯
留
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

市
民
が
設
置
す
る
際
の
助
成
制
度
を

創
設
し
、
雨
水
の
流
出
抑
制
と
水
環

境
意
識
の
高
揚
を
促
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
安
全
・
安
心
対
策
と

し
て
は
、
都
市
公
園
の
遊
具
の
整
備

を
行
う
ほ
か
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
心
肺
蘇
生
法
等
の
知
識
・
技
術
を

習
得
さ
せ
る
た
め
の
救
急
教
室
の
開

催
や
防
災･

防
犯
教
育
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
や
社
会
経
済
活

動
の
場
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
た

め
、
赤
穂
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
基

づ
い
て
、
安
全
で
平
穏
な
市
民
生
活

の
確
保
と
事
業
活
動
の
健
全
な
発
展

に
努
め
る
ほ
か
、
防
犯
協
会
が
取
り

組
む
地
域
安
全
活
動
を
引
き
続
き
支

援
し
ま
す
。
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◦各会計別予算額
会　計　区　分 平成26年度当初予算額 平成25年度当初予算額 前年度比（％）

一 般 会 計 229億3,000万円 214億5,000万円 6.9 

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民健康保険事業 56億6,600万円 57億300万円 △ 0.6 
職員退職手当管理 6億540万円 6億820万円 △ 0.5 
公共下水道事業 43億4,350万円 52億970万円 △ 16.6 
農業集落排水事業 3億180万円 2億8,670万円 5.3 
墓地公園整備事業 1,190万円 1,190万円 ― 
介 護 保 険 36億9,920万円 35億7,330万円 3.5 
駐 車 場 事 業 1億2,340万円 1億2,190万円 1.2 
土地区画整理事業清算金 － 120万円 皆 減
後期高齢者医療保険 6億4,340万円 6億1,670万円 4.3 
小 計 153億9,460万円 161億3,260万円 △ 4.6 

企
業
会
計

病 院 事 業 125億3,175万円 109億6,947万円 14.2 
介護老人保健施設事業 3億5,747万円 3億2,980万円 8.4 
水 道 事 業 22億4,414万円 18億8,828万円 18.8 
小 計 151億3,336万円 131億8,755万円 14.8 
合　　　　計 534億5,796万円 507億7,015万円 5.3 

534億5,796万円
平成26年度
当初予算額

「
人
が
輝
き 

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫
る 

や
さ
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て

　私が市長に就任してから、11
年余が経過し、３期目の任期も
最終年を迎えましたが、この間、
議員各位をはじめ、多くの市民
の皆様の温かいご支援とご協力
をいただきながら、「元気で魅
力あふれる将来にわたって輝き
続けるまち」を目指し、市政発
展と市民の幸せづくりのため、
全力を傾注してまいりました。
　特に、市政運営にあたりまし
ては、常に市民目線に立った公
平で公正な「市民本位の市政」
の推進に、誠心誠意取り組んで
きたところであり、今後もぶれ
ることなく市政運営にあたって
いきます。
　現下の社会経済情勢のもと、
今後の市政運営にあたりまして
は、市民の皆様との対話と交流
による市民参加の市政の推進に
一層努めてまいることとし、引
き続き「子育て支援対策」、「地
域活性化対策」、「安全・安心対
策」の３点を重点として、市民
の視点に立ったきめ細やかな施
策を展開し、誰もが「住んで良
かった　住み続けたい　住んで
みたい」と思えるような元気で
魅力あふれる赤穂のまちづくり
を目指して、総合計画の都市像
であります「人が輝き　自然と
歴史・文化が薫る　やさしいま
ち」の実現に全力で取り組んで
まいります。
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民生費
54億1,868万円
（23.6％）

公債費
30億8,086万円
（13.5％）

土木費
42億2,026万円
（18.4％）

衛生費
22億3,532万円
（9.8％）

教育費
32億8,719万円
（14.3％）

総務費
18億8,042万円
（8.2％）

商工費
5億7,147万円（2.5％）

消防費
13億8,351万円（6.0％）

農林水産業費
5億7,500万円（2.5％）

議会費 2億834万円 （0.9％）
労働費 6,695万円 （0.3％）
予備費 200万円 （0.0％）

歳出総額
229億

3,000万円

人件費
（報酬・給料・手当等）
　38億9,872万円
（17.0％）公債費

（借入金の償還金）
30億8,081円
（13.4％）

投資的経費
（道路･学校･公園などの
　建設事業に要する経費）
65億4,000万円
　　　　　（28.5％）物件費（事務に

必要な消費的経費）
26億1,302万円（11.4％）

扶助費（社会保障制度に
基づき支出する経費）

29億8,832万円（13.0％）

繰出金
15億6,901万円

（6.9％）

投資・出資・貸付金
8億7,126万円（3.8％）

補助費等（各種団体・個人に
支出する補助金など）

11億2,970万円（4.9％）

維持補修費
1億7,647万円（0.8％）
積立金
6,069万円（0.3％）
予備費
200万円（0.0％）

歳出総額
229億

3,000万円

市税
84億9,900万円
（37.1％）

諸収入
10億4,772万円（4.6％）

使用料及び手数料
3億5,666万円（1.5％）

繰入金
4億4,404万円（1.9％）

地方交付税
32億2,000万円
（14.0％）

市債
43億8,400万円
（19.1％）

県支出金
9億3,243万円（4.1％）

国庫支出金
29億7,393万円
（13.0％）

地方消費税交付金
5億1,100万円（2.2％）

地方譲与税 …………… 1億6,100万円 (0.7%)
配当割交付金 ……………… 3,600万円 (0.2%)
自動車取得税交付金………… 3,000万円 (0.1%)
地方特例交付金 …………… 2,900万円 (0.1%)
利子割交付金 ……………… 1,700万円 (0.1%)
ゴルフ場利用税交付金……… 1,500万円 (0.1%)
交通安全対策特別交付金…… 1,000万円 (0.0%)
株式等譲渡所得割交付金 …… 500万円 (0.0%)

自 主
財 源
46.3％

依 存
財 源
53.7％

分担金及び負担金
1億5,119万円（0.7％）

財産収入
1億603万円（0.5％）

寄付金
100万円（0.0％）

歳出面では、人口減少社会に的確に対応するため、「子育て支援対策」、「地域活性化対策」
に係る施策について、重点的に配分するとともに、東日本大震災等の災害を教訓とした防
災対策の推進等、「安全・安心対策」に係る施策についても重点的な配分を行いました。

歳入面では、景気動向による市税及び各種交付金の若干の増収が見込まれるものの、地方交
付税に臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税総額の大幅な減額などにより、一般財源
の伸びが見込めないなど、引き続き厳しい財政状況であり、財政調整基金や健康管理施設整
備基金などの基金から３億 8,600 万円を繰り入れることにより財源を確保しました。

歳入総額　229億3,000万円

自主財源
市税など市が自主的に
収入できる財源

依存財源
地方交付税や市債など
自主財源以外の財源

平成26年度  一般会計予算 229億3,000万円
目的別内訳
各行政目的別、つまり各部課ご
との仕事の内容によって分類さ
れ、これにより各部課ごとの経
費の比重を知ることができます。

性質別内訳
経済的性質を基準として分類さ
れ、これにより経費の構造や財
政体質を知ることができます。

一般会計 456,373円

民　生　費
107,847円

土　木　費
83,995円

衛　生　費
44,489円

公　債　費
65,425円
教　育　費

61,318円
総　務　費
37,426円

特別会計･企業会計（抜粋） 607,594円

国民健康保険
112,770円

介護保険
73,625円

後期高齢者医療
12,806円

公共下水道
86,448円

病院事業
249,418円

水道事業
44,665円

消　防　費
27,536円

農林水産業費
11,444円

商　工　費
11,374円

その他
5,519円

市民ひとりあたりの予算額

1,063,967円

（平成26年２月末現在の人口50,244人で計算したものです）

250億

200億

150億

100億

50億

0
26年度22年度 23年度 24年度 25年度

一般会計 市税

208億
6,500
万円

83億
7,400
万円

229億
3,000
万円

84億
9,900
万円

214億
5,000
万円

84億
200
万円

193億
3,000
万円

83億
1,000
万円

206億
6,000
万円

84億
9,200
万円

入　湯　税 2,450万円（ 0.3％）
軽自動車税 9,870万円（ 1.2％）

市たばこ税 3億5,000万円（ 4.1％）

都市計画税 6億1,490万円（ 7.2％）

市　民　税 29億4,290万円（34.6％）

固定資産税 44億6,800万円（52.6％）

■入湯税
　鉱泉浴場における入湯にかかる税
■軽自動車税
　軽自動車等の所有者にかかる税
■都市計画税
　市街化区域内の土地・家屋にかかる税
■市民税
　個人及び法人にかかる税
■固定資産税
　土地・家屋・償却資産にかかる税

市税の内訳  総額84億9,900万円 年度別当初予算額と市税の推移

歳出 〉〉〉〉 歳入 〉〉〉〉
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の
適
正
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
税
収
納
率
向
上
対
策

の
一
環
と
し
て
、
納
税
相
談
の
実
施

や
短
期
被
保
険
者
証
な
ど
の
発
行
を

通
じ
て
の
面
談
等
に
よ
り
、
国
保
事

業
へ
の
理
解
と
納
税
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
国
保
財
政
の
健
全
化
・
安
定

化
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
は
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
適
切
な

事
業
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し 

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

は
、
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
と
連
携
し
、
保
険
料
の
徴
収
、

各
種
申
請
の
受
付
等
、
市
民
の
皆

様
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し 

ま
す
。

　

福
祉
医
療
費
等
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
が
適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
費

へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
就
労
支
援
相
談
等
を
行

う
た
め
の
就
労
支
援
員
を
配
置
し
、

社
会
的
自
立
及
び
生
活
自
立
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
文
化
の
創
造
に
つ
い
て
は
、

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い

の
あ
る
人
・
外
国
人
・
同
和
問
題
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
、
人
権
問
題

を
解
消
す
る
た
め
の
教
育
・
啓
発
活

動
に
取
り
組
み
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
は
、予
防
活
動
の
充
実
、

指
導
・
啓
発
事
業
の
推
進
、
健
康
づ

く
り
推
進
体
制
の
強
化
に
努
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
健
康
へ
の

意
識
啓
発
を
図
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
、
疾
病
の
予
防
と
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
を

目
的
と
す
る
特
定
健
康
診
査
や
積
極

的
支
援
・
動
機
づ
け
支
援
な
ど
の
保

健
指
導
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

女
性
の
が
ん
検
診
及
び
大
腸
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
特
定
年

齢
層
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
す

る
ほ
か
、
新
た
に
過
去
の
女
性
の
が

ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
者
へ
の
個

別
通
知
を
実
施
す
る
な
ど
受
診
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
対
策
と
し
て
、

母
子
健
康
手
帳
に
父
親
の
育
児
参
加

と
成
人
ま
で
の
健
康
記
録
を
加
え
た

親
子
健
康
手
帳
の
配
布
を
開
始
す
る

ほ
か
、
引
き
続
き
育
児
健
康
支
援
事

業
な
ど
を
実
施
し
、
法
定
の
健
康
診

査
と
の
連
携
に
よ
り
、
妊
産
婦
や
乳

幼
児
の
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
、
肺
炎
球
菌
や
風
し
ん
予
防
な
ど

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
赤
穂
食
育
フ
ェ
ア
」の
開
催
な
ど
に

よ
る
食
育
の
普
及
・
啓
発
及
び
実
践

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
と
子
育
て
支
援
機
能
を
包
括
し

た
赤
穂
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
建
設
に
向
け
て
実
施
設
計
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
年
に

一
度
改
定
さ
れ
る
診
療
報
酬
が
率
に

し
て
０
・
１
％
と
わ
ず
か
に
ア
ッ
プ

と
な
り
ま
し
た
が
、
消
費
税
率
の
引

上
げ
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
１
・
26

％
の
６
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
若
い
常
勤
医
師
が
増
え

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
常

勤
医
師
不
在
診
療
科
の
解
消
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ず
、
全
国
的
な
医
師

不
足
の
影
響
を
受
け
て
診
療
科
に
よ

っ
て
は
医
師
の
偏
在
が
目
立
つ
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
に
お
い
て
も
７
対
１
看
護

体
制
取
得
を
目
指
し
、
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
確
保
も
充
分
で
な
い
こ
と

か
ら
、
１
病
棟
休
床
は
継
続
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
医
療
レ
ベ
ル
を
向
上
す
べ
く
昨

年
12
月
に
策
定
し
ま
し
た「
第
二
期

基
本
構
想
」を
早
期
実
現
す
る
た
め
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
行
う
と
と

も
に
、
立
体
駐
車
場
を
整
備
す
る
な

ど
、「
医
師
に
も
患
者
様
に
も
選
ば
れ

る
病
院
づ
く
り
」を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
放
射
線
治
療
計
画
シ

ス
テ
ム
な
ど
高
度
医
療
機
器
の
整
備

や
節
電
効
果
を
高
め
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

器
具
へ
の
切
替
工
事
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
入
所
利
用
者
の
減
員
、
消
費

税
率
引
上
げ
に
よ
る
経
費
の
増
加
な

ど
厳
し
い
経
営
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、市
民
病
院
と
の
連
携
を
強
化
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し

た
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

よ
り
、
在
宅
復
帰
支
援
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
入
所
利
用
者
の
安
全
対
策

を
図
る
た
め
、
食
堂
の
２
階
へ
の
移

転
及
び
屋
外
非
常
階
段
の
改
修
に
向

け
て
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
行

い
、
利
用
者
に
選
ば
れ
る
施
設
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
・
津
波

な
ど
の
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
か
ら

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
被

害
の
拡
大
を
抑
え
、
被
災
し
た
社
会

を
早
期
に
安
定
さ
せ
る「
減
災
」へ
の

取
り
組
み
と
危
機
意
識
の
高
揚
が
重

要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
日
で
は
自
然
災
害
だ

け
で
な
く
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保

生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
26
年

１
月
末
で
27
・
７
％
と
な
り
、
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
次

の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」の
実
現
に
向

け
、
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
総
合
的
な
福
祉
施
策
や
地
域

で
相
互
に
助
け
合
う
地
域
福
祉
活
動

を
推
進
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
関

係
機
関
、
福
祉
団
体
等
と
の
連
携
を

深
め
、
市
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
参

加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
福
祉

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き

続
き
市
道
の
段
差
解
消
や
赤
穂
城

跡
内
の
園
路
改
修
な
ど
を
実
施
し 

ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
、
す
こ
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
延
長
保
育
や
乳
児
保

育
、
一
時
預
か
り
事
業
な
ど
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
の
継
続
実
施
を
は
じ
め
、
東
中
学

校
区
に
赤
穂
東
児
童
館
を
新
設
し
、

４
館
の
児
童
館
の
運
営
を
行
う
ほ

か
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
啓
発

を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
子
育

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
、
幼
児
２

人
同
乗
用
自
転
車
購
入
助
成
な
ど
も

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

母
子
家
庭
等
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

事
業
や
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

事
業
を
実
施
し
、
引
き
続
き
就
業
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
者
福
祉
長
期
計
画
に
基
づ
き
、

体
系
的
に
推
進
す
る
ほ
か
、
介
護
給

付
や
訓
練
等
給
付
な
ど
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地
域
生
活
支

援
事
業
と
し
て
相
談
支
援
や
日
常
生

活
用
具
の
給
付
、
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
事
業
補
助
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
第
４
期
障
が
い
福
祉
計

画
を
策
定
し
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

心
身
障
害
児
療
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
言
語
聴
覚
士
を
正
規
職
員
と
し

て
配
置
し
、
言
語
指
導
・
機
能
訓
練

な
ど
の
専
門
的
指
導
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
西
播
磨
療
育
事
業
と
の

連
携
に
も
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介
護

を
必
要
と
す
る
方
が
、
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

等
が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
り
、
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を
推
進

し
、
生
活
機
能
低
下
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

介
護
支
援
事
業
の
ほ
か
、
あ
ん
し
ん

見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
登
録
事
業
、

自
立
支
援
配
食
サ
ー
ビ
ス
及
び
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
な
ど
の
地
域
支

援
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
を
見
守
る
支
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に

お
け
る
支
え
合
い
体
制
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
疾
病

構
造
の
変
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化

等
に
よ
り
、
医
療
費
は
高
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、そ
の
財
政
運
営
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
の
国
保
財
政
は
、
医
療
費

の
算
出
に
当
た
り
、
被
保
険
者
数
の

推
移
、
医
療
費
動
向
等
を
考
慮
し
た

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
保
険

税
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
間
に
お

け
る
保
険
税
負
担
の
公
平
確
保
の
観

点
か
ら
、
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
一
方
で
、
中
・
低
所
得
者
層
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
医
療
分
の
所
得
割

税
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
依
然
と

し
て
県
下
で
は
高
い
水
準
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
費
抑
制
の
対
策
と
し

て
、
特
定
健
康
診
査
等
事
業
の
実
施

に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
を

行
う
と
と
も
に
、
第
２
期
特
定
健
康

診
査
等
実
施
計
画
の
着
実
な
推
進
な

ど
に
よ
り
、
健
診
受
診
率
の
向
上
を

図
り
、
被
保
険
者
の
健
康
増
進
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
後
発
医
薬
品
の

使
用
を
引
き
続
き
促
進
し
、
医
療
費

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

５本の柱ごとの主要施策

安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

　「人が輝き 自然と歴史・文化が薫るやさしいまち」を
実現するための市政の５つの柱、「安全・安心に生活で
きるまち」「自然と共生する住みよいまち」「産業と交流
が盛んな活力あるまち」「生涯にわたり夢を育むまち」「市
民と行政がともに歩むまち」に沿って順次ご紹介します。

第
１
の
柱

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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命
講
習
会
の
開
催
や「
赤
穂
安
全
・

安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
拡
充
に
努

め
ま
す
。

　

洪
水
等
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
県
と
の
連
携
に
よ
り
千
種
川
や

加
里
屋
川
、
矢
野
川
の
護
岸
整
備
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
防
護
柵
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
、

危
険
箇
所
や
通
学
路
を
中
心
に
進
め

る
ほ
か
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

交
通
マ
ナ
ー
遵
守
へ
の
呼
び
か
け
運

動
な
ど
の
交
通
安
全
運
動
や
交
通
事

故
防
止
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
よ
る
公
共
灯
の
設
置
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、
引
き
続
き

小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を

配
布
す
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
配
置
や
携
帯
メ
ー
ル
に

よ
る
保
護
者
へ
の
不
審
者
情
報
の
提

供
を
行
い
ま
す
。

　

消
費
者
対
策
と
し
て
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
消
費
者

の
安
全
と
利
益
を
守
る
た
め
、
引
き

続
き
消
費
生
活
相
談
員
の
配
置
や
啓

発
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
消
費

生
活
相
談
や
啓
発
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
協
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
消
費
者
学
習
活
動
や
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
な
ど
、
消
費
生
活
向
上
に

つ
な
が
る
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し

ま
す
。

　
「
環
境
進
化
都
市
・
赤
穂
」の
実
現

に
向
け
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
環
境

づ
く
り
に
自
主
的
・
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

大
気
や
水
質
等
に
関
す
る
環
境
調
査

を
実
施
す
る
ほ
か
、
環
境
へ
の
負
荷

を
減
ら
し
、
良
好
な
環
境
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
積
極
的
な
情
報
提

供
や
啓
発
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に

「
赤
穂
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」を
開
催

し
、環
境
学
習
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
が
計
画
し
て
い
る

福
浦
地
区
最
終
処
分
場
設
置
計
画

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
条
例
に
基

づ
く
手
続
き
の
段
階
で
す
が
、
赤
穂

市
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
健
全
な
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
市
民

の
皆
様
の
意
見
等
も
踏
ま
え
て
適
切

に
対
応
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

公
共
下
水
道
整
備
と
し
て
、
有
年
地

区
な
ど
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
地

内
の
雨
水
及
び
汚
水
管
渠
等
の
整
備

や
御
崎
ポ
ン
プ
場
の
改
築
工
事
、
下

水
管
理
セ
ン
タ
ー
電
気
設
備
の
更
新

な
ど
を
行
う
ほ
か
、
特
定
環
境
保
全

下
水
道
整
備
と
し
て
中
継
ポ
ン
プ
場

の
老
朽
化
に
伴
う
設
備
更
新
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

設
置
助
成
制
度
を
創
設
し
、
雨
水

の
流
出
抑
制
及
び
良
好
な
水
環
境

に
対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
を
促
し 

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
末
に
は
、
生

活
排
水
供
用
面
積
は
１
，５
７
２
・
７

ha
、
人
口
普
及
率
は
99
・
６
％
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
家
庭
や
学
校
、
職
場
な
ど

で
身
近
に
取
り
組
め
る
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
家
庭
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
ほ
か
、
庁
舎
の
一
部
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
設
置
、
庁
用
車

等
へ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
導
入
も

進
め
ま
す
。
ま
た
、
高
雄
小
学
校
に

発
電
量
20　

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
す
る
な
ど
、
低
炭
素
社
会
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
延
命
化
と
処
理
効
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
３
年
計
画
の
第

２
年
次
目
と
し
て
、
ご
み
焼
却
施
設

及
び
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
大
規
模

改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成
や
資
源

ご
み
回
収
団
体
へ
の
助
成
を
行
う
ほ

か
、
新
た
に
使
用
済
小
型
家
電
の
回

収
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
更
な
る
ご

み
の
減
量
、
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
尾

崎
地
区
の
密
集
住
宅
市
街
地
整
備

促
進
事
業
に
お
い
て
、
児
童
遊
園
へ

の
防
火
水
槽
設
置
や
道
路
整
備
を
行

う
ほ
か
、
塩
屋
地
区
の
地
域
住
宅
等

整
備
事
業
に
お
い
て
、
地
区
内
の
道

路
の
拡
幅
整
備
に
向
け
た
用
地
取
得

や
物
件
移
転
補
償
を
実
施
し
、
防
災

対
策
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
環
境
整
備
と
し
て

は
、
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
塩
屋
団
地
、
塩
屋
西
団
地
及

び
千
鳥
団
地
の
施
設
整
備
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
歴
史
あ

る
上
水
道
を
次
世
代
へ
」を
基
本
理

念
と
し
て
昨
年
度
に
策
定
し
た「
赤

穂
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、

事
業
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
と
し
て
は
、
安
全

で
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て

い
く
た
め
、
浄
水
場
管
理
棟
耐
震
補

強
工
事
や
大
津
川
横
断
水
道
・
ガ
ス

共
用
橋
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

赤
穂
城
跡
公
園
に
お
い
て
、
文
化
財

保
存
整
備
と
合
わ
せ
二
之
丸
庭
園
の

整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
野
中
・
砂
子

自
然
と
共
生
す
る

ま
ち
の
形
成

自
然
と
共
生
す
る

ま
ち
の
形
成

kWkW

魅
力
あ
る

都
市
空
間
の
形
成

魅
力
あ
る

都
市
空
間
の
形
成

感
染
症
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
、
消

費
生
活
の
安
全
・
安
心
対
策
な
ど
、

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
・
安
心
に

対
す
る
市
民
の
関
心
が
一
段
と
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
し

て
、住
民
の
皆
様
や
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
地

域
で
の
防
災
訓
練
、
地
域
ご
と
に
行

っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
訓
練

を
継
続
し
て
実
施
し
、
防
災
意
識
の

啓
発
と
防
災
行
動
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て
、
住

宅
の
耐
震
化
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
住
宅
耐
震
改
修
へ
の

助
成
や
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
・
救
助
体
制
の
充
実
・
強
化

に
つ
い
て
は
、
赤
穂
消
防
署
及
び
第

11
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
、
第
４
分
団
詰
所
移
転

新
築
の
た
め
の
用
地
取
得
、
通
信
指

令
設
備
更
新
に
向
け
て
の
実
施
設
計

な
ど
の
ほ
か
、
新
た
に
救
助
活
動
用

装
備
品
や
訓
練
に
必
要
な
資
機
材
の

充
実
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

上
郡
消
防
署
の
高
規
格
救
急
車
の
更

新
、
気
管
挿
管
や
薬
剤
投
与
に
対

応
で
き
る
救
急
救
命
士
の
養
成
な
ど

に
よ
り
高
度
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備
事
業
と
し
て
、
救

安全・安心に生活できるまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

おもいやりに満ちた福祉社会を築く
①みんなで支え合う地域福祉を進める
・地域総合援護システム推進事業� ……165万円
・社会福祉法人権限移譲事務委託経費� ……22万円
・民間福祉活動活発化促進事業� ……374万円
・ユニバーサル社会づくり推進事業� ……68万円
・庁舎整備事業� ……2,100万円
・福祉のまちづくり推進事業� ……1,750万円
②子育てしやすい環境をつくる
・子育て支援事業� ……5,658万円

　 �▽ アフタースクール子ども育成事業（2,996万円） ▽ 子
育て家庭ショートステイ事業（16万円） ▽ キンダース
クール子ども育成事業（81万円） ▽ 絵本文庫整備事業

（12万円） ▽ 幼児２人同乗用自転車購入助成事業（180
万円） ▽ 子育て情報携帯システム事業（66万円） ▽ フ
ァミリーサポートセンター事業（180万円） ▽ 保育所
子育て支援機能充実事業（54万円） ▽ 要保護児童対策
地域協議会推進事業（30万円） ▽ 児童虐待防止啓発事
業（93万円） ▽出産費助成事業（1,950万円）

・子ども子育て支援計画策定事業� ……343万円
★子ども子育て支援新制度認定等事業� ……45万円
・児童手当� ……8億3,550万円
・母親クラブ補助金� ……105万円
・母子家庭就業支援事業� ……134万円
・保育所運営費（事業経費）� ……5,823万円
★保育士確保対策事業� ……17万円

　 ▽未就労の保育士有資格者に対する研修外
・多子世帯保育料軽減事業� ……92万円
・児童遊園地整備事業� ……325万円
・子育てバリアフリー化事業� ……82万円
・児童館整備事業� ……70万円
・保育所整備事業� ……526万円
★出会いの広場事業� ……40万円

　 ▽社会福祉協議会補助
★寡婦（夫）控除のみなし適用の実施

　 �▽ 所得制限のある事業や課税の有無により自己負担
を伴う事業等について、婚姻歴のないひとり親家庭
に寡婦（夫）控除のみなし適用を行う
③障がい者が自立しやすい環境をつくる
・自立支援給付� ……7億3,510万円

　 �▽ 介護給付等支給事業（7億800万円） ▽ 障害者（児）補
装具給付事業（1,080万円） ▽自立支援医療費支給事業

（1,630万円）
・障害者（児）福祉推進事業� ……1,463万円

　 ▽経済援護事業（1,349万円）

　 ▽日常生活援護事業等（114万円）
・障害者地域生活支援事業� ……5,004万円
・心身障害児療育事業� ……643万円

　 �▽ あしたば園事業（458万円） ▽ 西播磨療育事業負担
金（185万円）

・障がい者虐待防止対策支援事業� ……57万円
・障がい者スポーツ普及事業� ……29万円
・障がい者就労施設等支援事業� ……27万円
★軽・中度難聴児補聴器購入費等助成事業�……20万円
・障がい福祉計画策定事業� ……210万円
　★第４期赤穂市障がい福祉計画策定
・障害福祉サービス事業所整備事業� ……140万円
④高齢者が安心して暮らせる環境をつくる
・高齢者福祉対策事業� ……1,073万円
・介護支援事業� ……794万円

　 �▽ ヘルプサービス充実事業（306万円） ▽ 生きがいデ
イサービス事業（450万円） ▽ 介護サービス利用者負
担軽減措置事業外（38万円）

・高齢者住宅改造助成事業� ……997万円
・ねたきり老人等対策事業� ……38万円
・老人福祉センター利用促進事業� ……87万円
・在宅介護支援センター運営委託事業� ……560万円

・ひとり暮らし老人等火災警報器購入助成事業� ……8万円
・敬老長寿ふれあい事業� ……942万円
・高齢者を見守る支えるネットワーク推進事業�……158万円
★旧養護老人ホーム整理経費� ……118万円
・介護老人保健施設整備事業� ……1,471万円
・介護保険事業
　保険給付サービス� ……35億2,890万円

　 �▽ 介護サービス等（31億3,320万円） ▽ 介護予防サー
ビス等（1億5,890万円） ▽ 高額介護サービス（6,900万
円） ▽特定入所者介護サービス等（1億6,780万円）

　地域支援事業� ……6,823万円

　 �▽ 介護予防事業（869万円） ▽ 包括的支援事業（3,787
万円） ▽任意事業（2,167万円）

　サービス事業� ……1,562万円
⑤社会保障制度を適切に運営する
・セーフティネット支援対策事業� ……524万円
・福祉医療費等助成制度の充実� ……4億2,013万円

　 �▽ 母子家庭等医療費（2,212万円） ▽ 乳幼児等医療費（2
億2,761万円） ▽ 老人医療費（1,751万円） ▽ 重度障害者
医療費（5,956万円） ▽ 高齢重度障害者医療費（8,911万
円） ▽小児特定疾患医療費（120万円） ▽未熟児養育医療
費（301万円）

・他公費負担医療費助成事業� ……62万円
⑥お互いが尊重し合えるまちをつくる
・人権啓発事業� ……145万円
・隣保館整備事業� ……85万円

保健・医療サービスを充実する
①生涯にわたる健康づくりを進める
・健康づくりの推進� ……436万円
・予防接種費助成事業� ……400万円

　 ▽肺炎球菌予防接種、風しん予防接種
・新型インフルエンザ感染防止対策事業� ……[ 再掲 100万円 ]
・母子保健対策の推進� ……824万円

　 �▽子育て応援隊活動事業（89万円）
　�★育児健康支援事業（165万円） ▽ 母子訪問指導（75

万円） ▽ 乳幼児健診（412万円） ▽ むし歯予防対策事業
（83万円）

・健康増進対策の推進� ……9,992万円

　 �▽ 特定保健指導（情報提供、動機づけ支援、積極的
支援に区分して指導・608万円） ▽ 健康診査（生活習
慣病健診、女性のがん検診外・9,298万円） ▽ 歯科健
診（歯周病健診・87万円）

・健康診査費等助成事業� ……3,784万円

　 �▽ 妊婦健康診査費（3,069万円） ▽ 産婦健康診査費（80
万円） ▽ 乳児健康診査費（283万円） ▽ 特定不妊治療費

（352万円）
★健康管理システム整備事業� ……311万円
・あこう食育推進事業� ……68万円
★赤穂すこやかセンター（仮称）整備事業�……[ 再掲 2億2,800万円 ]
　� ▽ 子育て支援活動センター等を併設した保健福祉施

設の整備
・国民健康保険税
　★課税限度額・税率の改正
　� ▽ 医療分・後期高齢者支援金分（負担軽減を図るた

め、財政調整基金から1億1,500万円繰入れ） ▽介護納
付金分（負担軽減を図るため、一般会計から6,400万
円繰入れ）

　★応益保険税軽減対象世帯の拡充
　� ▽ ５割軽減及び２割軽減の対象となる世帯の軽減判

定所得の引き上げ
②安心できる地域医療体制をつくる
・休日急患診療委託料� ……378万円
・西播磨病院群輪番制運営委託事業� ……2,006万円
・市民病院整備事業� ……6億3,032万円
　�★第二期基本構想の推進　基本設計、立体駐車場の

整備（2億9,922万円）

　 ▽施設整備・医療機器設備（3億3,110万円）

生活の安全・安心を確保する
①災害に強いまちをつくる
・大規模災害対策用消防資材整備事業� ……130万円
・西播磨広域防災備蓄物資整備事業� ……100万円
・救援物資対策経費� ……55万円
・コミュニティ防災訓練経費� ……43万円
・防災総合訓練経費� ……100万円
・防災意識普及啓発事業� ……21万円
・被災者支援システム運営経費� ……14万円
・ひょうご防災ネットシステム運営経費� ……145万円
★地域防災計画改定事業� ……260万円
　 ▽地震・津波対策外
・防災ハザードマップ作成事業� ……54万円
・住宅耐震改修助成事業� ……45万円
・簡易耐震診断推進事業（30戸）� ……91万円
・耐震診断推進事業� ……[ 再掲 1,270万円 ]
・新型インフルエンザ感染防止対策事業� ……100万円
・河川改修事業� ……1,500万円
　★有年原排水施設整備外
・基幹水利施設ストックマネジメント事業�……[ 再掲 3,665万円 ]
★農村地域防災減災事業� ……[ 再掲 1,290万円 ]
・老朽ため池整備事業� ……[ 再掲 200万円 ]
・震災対策農業水利施設整備事業� ……1,801万円
　 ▽亀谷池外
・治山事業� ……150万円
・津波・高潮危機管理対策事業� ……1,061万円
・急傾斜地崩壊対策事業� ……250万円
　 ▽目坂地区、有年横尾地区
・防災行政無線整備事業� ……2億7,550万円
★水防倉庫整備事業� ……200万円

　 ▽坂越第1水防倉庫外
・耐震対策補強事業� ……[ 再掲3億6,020万円 ]
★幼稚園舎改築事業� ……[ 再掲2,930万円 ]
・大型管理備品等整備事業（小学校）�……[ 再掲100万円 ]
　★雨水貯留タンク設置
★雨水貯留タンク設置助成金� ……30万円
　� ▽ 雨水貯留タンクの購入・設置費用の2/3を助成（限

度額3万円）
②消防・救急救助体制を充実する
★消防団員安全装備品整備事業� ……270万円
　 ▽保安帽及び防寒衣
・救急業務高度化推進事業� ……829万円
・ＡＥＤ整備事業� ……301万円
★高度救命処置訓練資器材整備事業� ……256万円

　 ▽訓練資器材更新
★救助用装備整備事業� ……207万円

　 ▽救助用装備品整備外
・消防施設整備事業� ……1億4,686万円
　� ▽ 消防ポンプ自動車（赤穂消防署、第11分団） ▽ はし

ご付消防自動車オーバーホール（赤穂消防署） ▽ 高規
格救急車（上郡消防署）

★通信指令設備整備
★消防団詰所整備（第4分団用地取得外）

　 �▽ 小型動力ポンプ整備事業（有年牟礼地区外）、消火栓
設置
③交通安全・防犯意識を高める
・自主防犯活動推進事業� ……41万円
・暴力団対策事業補助金� ……98万円
・地域サポート安全対策事業� ……153万円
・交通安全施設等整備事業� ……819万円
・公共灯整備事業� ……530万円
④消費生活の安全を守る
・消費者行政活性化事業� ……293万円
・リサイクル運動推進事業� ……[ 再掲 48万円］
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補
給
を
行
う
な
ど
、
資
金
融
資
の
円

滑
化
を
推
進
し
、
経
営
基
盤
の
安
定

化
の
た
め
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

地
場
産
品
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
場
農
産
物
の
直
売
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
支
援
や
稲
作
体
験
農
園
の
設
置
、

米
粉
の
利
用
促
進
な
ど
、
地
産
地
消

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
赤
穂
緞

通
を
伝
承
す
る
会
の
活
動
を
支
援

し
、
赤
穂
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
地
流

動
化
を
促
進
し
な
が
ら
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
育
成
事
業
、
新
規
就
農
者

や
認
定
農
業
者
の
経
営
支
援
事
業

な
ど
に
よ
る
農
業
経
営
者
の
育
成
、

経
営
所
得
安
定
対
策
制
度
の
円
滑

な
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
猪
や
鹿
等
の
野
生
動
物
に

よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
野
生
動
物
対
策
事
業
に
引
き
続

き
取
り
組
む
ほ
か
、
新
た
に
耕
作
放

棄
地
の
発
生
状
況
や
鳥
獣
侵
入
防

護
柵
の
設
置
状
況
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
農
地
や
用
水
路
な

ど
の
農
業
基
盤
の
保
全
管
理
や
農
村

環
境
の
保
全
を
推
進
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
農
村
地
域

防
災
減
災
事
業
と
し
て
、
西
有
年
地

区
の
坂
折
池
な
ど
に
お
い
て
施
設
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
震
災
対
策
事

業
と
し
て
、
大
津
地
区
の
亀
谷
池
な

ど
の
耐
震
診
断
調
査
を
実
施
す
る
ほ

か
、
国
道
２
５
０
号
坂
越
道
路
整
備

事
業
に
伴
う
高
野
排
水
機
場
の
移
設

工
事
を
推
進
し
ま
す
。

　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業
の

生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ア
サ

リ
の
種
苗
放
流
、
漁
船
損
害
保
険
の

掛
金
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
引
き
続
き
干
潟
保
全
活
動
に
対

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
津
波
・
高

潮
危
機
管
理
対
策
事
業
と
し
て
、
坂

越
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
耐
震
・
劣

化
調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
漁
港
整

備
事
業
と
し
て
樋
門
及
び
簡
易
係
留

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
観

光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
、

関
係
団
体
、
近
隣
市
町
と
も
連
携

し
て
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

す
る
ほ
か
、
観
光
周
遊
バ
ス「
陣
た

く
ん
号
」の
運
行
や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

公
園
の
用
地
取
得
や
赤
穂
城
南
緑
地

野
球
場
の
整
備
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整

備
に
向
け
て
の
実
施
設
計
及
び
都
市

公
園
の
遊
具
の
更
新
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
尾
崎
・
御
崎
地
区
都
市
再

生
整
備
事
業
に
お
い
て
、
赤
穂
海
浜

公
園
の
北
側
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

有
す
る
交
流
と
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
赤
穂
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、北
野
中
、

砂
子
、
浜
市
地
区
に
お
い
て
、
加
里

屋
川
の
早
期
整
備
に
向
け
た
先
行
地

籍
調
査
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
有
年
地
区
に
お
い
て
区
画
道
路

築
造
工
事
や
物
件
移
転
補
償
な
ど
を

行
い
ま
す
。
野
中
・
砂
子
地
区
や
浜

市
地
区
に
お
い
て
は
、
組
合
へ
補
助

金
な
ど
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

区
画
道
路
築
造
工
事
な
ど
、
事
業
の

進
捗
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
坂
越
駅
周
辺
に
つ
い

て
は
、
安
全
で
快
適
な
市
街
地
の
創

造
を
図
る
た
め
、
坂
越
駅
周
辺
地
区

都
市
再
生
整
備
事
業
に
着
手
し
、
併

せ
て
子
育
て
環
境
の
充
実
と
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
赤
穂
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
有
年
駅
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
の
再
生
と
安
全
で
快
適
な
市

街
地
の
創
造
を
図
る
た
め
、
有
年
駅

周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業
に
も

着
手
し
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
た
め
、
工
場
立
地
法
準
則

条
例
に
基
づ
く
市
内
企
業
の
設
備
投

資
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
や
、

工
場
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
立
地

企
業
へ
の
支
援
の
継
続
な
ど
に
よ
っ

て
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
ほ
か
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充
、

も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
市
内
経

済
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
心
市

街
地
に
お
い
て
、
商
工
会
議
所
等
と

連
携
し
て
、い
き
つ
ぎ
広
場
で
の「
加

里
屋
さ
ん
も
く
楽
市
」や「
食
の
赤
穂

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」の
開
催
、
忠

臣
蔵
関
係
の
展
示
を
加
え
た
赤
穂
情

報
物
産
館
を
引
き
続
き
開
設
す
る
ほ

か
、
新
た
に
店
舗
が
合
同
で
実
施
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
助
成
す
る
な
ど
、
商

業
の
活
性
化
と
観
光
振
興
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
融
資

信
用
保
証
料
の
助
成
や
中
小
企
業

経
営
安
定
資
金
融
資
に
係
る
利
子

質
の
高
い

都
市
機
能
の
整
備

質
の
高
い

都
市
機
能
の
整
備

活
力
あ
る
産
業
の
形
成

活
力
あ
る
産
業
の
形
成

自然と共生する住みよいまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

自然と共生するまちをつくる
①豊かな自然環境を保全する
・環境保全型農業支援事業� ……[ 再掲 48万円 ]
・山地緑化事業� ……935万円
　� ▽ 造林地保育事業（490万円） ▽ 遊歩道保育事業

（185万円） ▽ 遊歩道整備事業（260万円）
・赤穂ふれあいの森整備事業� ……470万円
②さわやかな生活環境を保全する
・環境基本計画推進事業� ……178万円
・河川台帳整備事業� ……250万円

　 ▽ 砂防河川
・公共下水道事業� ……10億1830万円
　� ▽ 汚水管渠整備外（有年土地区画整理地区 Ａ＝

1.5ha 外） ▽ 雨水施設整備外（御崎ポンプ場改築・
電気設備更新工事外） ▽ 設備更新外（下水管理セン
ター電気設備更新工事外）

・特定環境保全公共下水道事業� ……2,890万円

　 ▽ 汚水管渠整備（公共ます改良工事外）

　 ▽ 設備更新（清水谷中継ポンプ場機械設備工事）
・農業集落排水事業� ……5,450万円
　平成26年度末水洗化率　　98.5％
　

③地球環境にやさしいまちをつくる
・住宅用太陽エネルギー利用機器設置補助事業�……1,480万円
・資源ごみ集団回収奨励事業� ……1,100万円
・ごみ減量・資源化推進事業� ……156万円
・資源ごみ持ち去り防止対策事業� ……121万円
・リサイクル運動推進事業（消費者協会補助）�……48万円
・庁舎整備事業� ……[ 再掲 900万円］
　★ＬＥＤ照明設置 980式
・公共灯整備事業� ……[ 再掲 280万円］
・太陽光パネル設置事業� ……[ 再掲 2,530万円］
・ごみ処理施設整備事業� ……4億4,000万円
・不燃物最終処分場整備事業� ……270万円

魅力ある都市空間を形成する
①快適な住環境をつくる
・公営住宅環境整備事業� ……5,870万円
・密集住宅市街地整備促進事業� ……[ 再掲1億4,460万円 ]
・地域住宅等整備事業� ……[ 再掲 6,300万円 ]
・上水道の整備� ……8億7,352万円
②水とみどり豊かな都市環境をつくる
・赤穂城跡公園整備事業� ……1億550万円
・野中・砂子公園整備事業� ……1億2,540万円
・都市公園整備事業� ……1,170万円
・都市公園安全・安心対策事業� ……1億50万円

・城南緑地施設整備事業� ……370万円
・尾崎・御崎地区都市再生整備事業� ……4億9,560万円
③自然・歴史・文化と調和した景観をつくる
・快適環境推進事業� ……47万円

質の高い都市機能を整備する
①土地の利活用を適正に進める
・都市計画デジタル図管理事業� ……207万円
・都市計画基礎調査事業� ……100万円
・まちづくり支援事業� ……20万円
・地籍調査事業� ……1,725万円
②良好な市街地の整備を進める
・土地区画整理事業� ……4億5,825万円
　� ▽ 有 年 地 区（55.0ha 区 画 道 路 築 造 工 事 外 ＝3億

5,200万円） ▽ 野中･砂子地区（45.2ha 組合補助金外
＝7,625万円） ▽ 浜市地区（22.2ha 市助成金＝3,000
万円）

★坂越駅周辺地区都市再生整備事業�……4億8,317万円

　 ▽ 区画道路整備外

　 ▽ 赤穂すこやかセンター（仮称）整備
★有年駅周辺地地区都市再生整備事業�……1億6,210万円

　 ▽ 区画道路整備外
・密集住宅市街地整備促進事業� ……1億4,460万円
・地域住宅等整備事業� ……6,300万円

平成26年度末（生活排水対策事業すべてを含む）
供用面積　1,572.7ha　人口普及率　99.6％
平成26年度末（生活排水対策事業すべてを含む）
供用面積　1,572.7ha　人口普及率　99.6％

産
業
と
交
流
が

盛
ん
な
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

第
３
の
柱

産業と交流が盛んな活力のあるまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

活力ある産業を形成する
①地域産業を振興する
・産業活性化支援事業� ……1,703万円
・新規中高卒者雇用奨励金交付事業� ……300万円
　� ▽ 新規中高卒者の正規雇用1人あたり12万円を支給
・企業誘致促進事業� ……122万円
・工場立地促進奨励金交付事業� ……725万円
②商業の振興を図る
・商店街振興対策事業� ……109万円
・中心市街地にぎわいづくり事業� ……970万円

　 �▽ まるごとフェスタ事業補助 ▽ 加里屋さんもく楽
市事業補助 ▽ 赤穂情報物産館開設事業補助

　★市街地にぎわいづくり助成事業補助
★商業活性化対策事業� ……100万円

　 ▽ 空き店舗等活用事業補助金
・中小企業振興事業補助金� ……356万円

　 ▽ 商工会議所活動費補助金外
・中小企業経営安定資金融資預託金�……3億3,000万円
・中小企業経営安定資金利子補給� ……100万円
・中小企業経営安定資金融資信用保証料助成�……450万円
③地場産品を使った赤穂の魅力を創出する
・地産地消推進事業� ……200万円
・地場産業育成事業� ……72万円
④農業・漁業を活性化する
・水田利用振興事業� ……838万円
・野生動物対策事業� ……1,020万円
・環境保全型農業支援事業� ……48万円
★人・農地問題解決推進事業� ……705万円

　 �▽ 地域農業支援組織強化連携事業 ▽ 人・農地プラ
ン作成事業 ▽ 農地集積協力金事業

・経営体育成支援事業� ……300万円
・新規就農総合支援事業� ……300万円
・農村地域活性化推進事業� ……70万円
★農地現状調査事業� ……200万円

　 �▽ 耕作放棄地現地調査事業 ▽ 鳥獣侵入防護柵設置
状況調査事業

・農地・水保全管理事業� ……995万円
・水産振興事業� ……525万円
・土地改良事業補助� ……4,160万円
・農業用施設整備事業� ……1,415万円

・基幹水利施設ストックマネジメント事業�……3,665万円
★農村地域防災減災事業� ……1,290万円
　 ▽ 坂折池外整備（西有年地区外）
・高野排水機場整備事業� ……3,000万円
・土地改良施設維持管理適正化事業� ……1,200万円
・漁港整備事業� ……940万円
　★施設整備（490万円）★簡易係留施設整備（450万円）
⑤観光の振興を図る
・義士祭奉賛会補助金� ……2,971万円
　�★義士祭前夜祭事業（530万円） ▽ 忠臣蔵交流物産

市（270万円） ▽義士祭宣伝事業外（936万円）★義士
祭パレード等事業（735万円） ▽ 義士祭観覧席設置
事業（200万円） ▽忠臣蔵ウイーク事業（300万円）

・入湯税引当観光振興事業補助金� ……1,715万円
・観光アクションプログラム推進事業�……1,298万円
　� ▽ 観光キャンペーン事業（200万円） ▽ 観光協会事

業補助（588万円） ▽ 観光イベント等補助（349万
円） ▽ 観光ボランティアガイド育成事業（25万円）

▽ 観光客おもてなし事業（20万円） ▽ 広域観光推進
事業（66万円）

　 �▽ ＪＲ赤穂線沿線地域活性化連絡会議負担金（50
万円）

★海水浴場開設経費� ……20万円

　 ▽ 看板整備
・温泉源掘削事業補助金� ……502万円
・観光施設整備事業� ……730万円
　★赤穂情報物産館壁面看板設置外
⑥就労環境を充実する
・高年齢者就業機会確保事業� ……805万円
・雇用促進セミナー等事業� ……34万円
・勤労者住宅資金融資預託金� ……5,600万円

多様な交流を推進する
①近隣市町村との広域連携を進める
・定住自立圏構想推進経費� ……12万円

　 ▽ 圏域内協議経費外　
②特色ある地域間交流を進める
・義士親善友好都市交流事業� ……210万円
・文化交流事業� ……45万円

　 ▽ 地域間文化交流事業（笠間市外）

③国際理解を深める
・国際交流推進事業� ……136万円
　★国際交流協会20周年記念事業補助外
・国際理解教育推進事業� ……1,935万円

　 �▽ 外国人講師による英語教育（小学校１名、中学
校２名） ▽ ロッキングハム市小学生作品交流

・中学生海外派遣事業� ……133万円

　 ▽ 準備調査経費
④定住を促進する
・定住支援推進事業� ……1,452万円
★東京あこうのつどい開催経費� ……195万円

　 ▽ 情報交換等による地域活性化及び定住促進等

交流基盤を整備する
①公共交通の利便性を確保する
・市内循環バス運行事業� ……1,035万円
★地域公共交通調査検討経費� ……54万円

　 ▽ タクシー利活用検討部会（仮称）経費外
②利便性の高い道路網を構築する
★都市計画道路変更事業� ……150万円

　 ▽ 都市計画道路変更・廃止業務委託
・都市計画街路事業� ……1億2,550万円
　 ▽ 赤穂大橋線＝物件補償外
・生活道路整備� ……3億6,570万円

　 ▽ 中洲幹線外

地域情報化を推進する
①地域情報化を推進する
・高度情報化推進事業� ……1億1,200万円
・事務改善経費� ……1,690万円
・住民基本台帳ネットワークシステム管理経費�……197万円
・戸籍事務電算化事業� ……4,870万円
・戸籍システム改修経費� ……486万円
　★本人通知管理システム導入経費
★市例規集情報化推進事業� ……983万円
・情報教育推進事業� ……7,901万円
・図書館情報化システム事業� ……1,560万円
・議会情報化推進事業� ……339万円
・情報基盤整備事業� ……4,826万円
　★光ファイバー専用回線使用料外

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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て
動
く
非
行
防
止
活
動
を
推
進
す
る

な
ど
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地
域

社
会
全
体
で
、
い
じ
め
や
非
行
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
尾
崎
小
学

校
、
御
崎
小
学
校
、
高
雄
小
学
校
及

び
赤
穂
中
学
校
に
お
け
る
大
規
模
改

造
工
事
を
は
じ
め
、
尾
崎
小
学
校
、

高
雄
小
学
校
及
び
赤
穂
中
学
校
、
赤

穂
西
中
学
校
、
赤
穂
東
中
学
校
並
び

に
赤
穂
西
幼
稚
園
、
御
崎
幼
稚
園
、

坂
越
幼
稚
園
、
高
雄
幼
稚
園
に
お
い

て
、
耐
震
対
策
補
強
工
事
を
実
施
す

る
ほ
か
、
平
成
27
年
度
中
の
市
内
全

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
に
向
け
、
計

画
的
に
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
赤
穂
幼
稚
園
、
塩
屋
幼
稚
園
及

び
尾
崎
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
改
築

に
向
け
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
改
造
事
業
と
合

わ
せ
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
計
画
的
に
整

備
す
る
た
め
、
高
雄
小
学
校
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

御
崎
小
学
校
の
実
施
設
計
を
行
い 

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
等
を
活

用
し
た
、
新
た
な
授
業
を
展
開
す
る

た
め
、
小
学
校
の
教
室
に
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
を
設
置
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
発
達
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
特
別
支
援

教
育
指
導
補
助
員
を
増
員
配
置
す

る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
一
環

と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

体
験
的
な
授
業
づ
く
り
を
実
践
す

る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
に
お
い
て
も

加
配
教
諭
を
配
置
し
、
障
が
い
の
特

性
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
を
行
い 

ま
す
。

　

ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
園
づ
く

り
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
推
進
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

や「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」推
進

事
業
、
環
境
体
験
事
業
や
地
域
貢
献

活
動
推
進
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
引

き
続
き
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、
人
的
資
源
を
活
用
し
た
地

域
に
開
か
れ
た
教
育
活
動
を
進
め 

ま
す
。

　

若
い
力
の
健
全
育
成
と
し
て
は
、

青
少
年
育
成
推
進
委
員
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
と
協
働
し
て
啓
発
活

動
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
不

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
陣
た
く
ん
」を
活
用

し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
う
と

と
も
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
育
成
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
日
曜
日
開
催
と
な
る
第

１
１
１
回
義
士
祭
に
つ
い
て
も
、
一

層
の
充
実
を
図
り
、
積
極
的
に
観
光

客
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　

就
労
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
事
業
へ
の

助
成
な
ど
を
行
い
、
勤
労
者
福
祉
の

増
進
に
努
め
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
東
備
西

播
定
住
自
立
圏
形
成
推
進
協
議
会
を

は
じ
め
、
西
播
磨
市
町
長
会
、
兵
庫

岡
山
両
県
境
隣
接
市
町
村
地
域
振
興

協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
近
隣
市
町

村
と
の
連
携
、
協
力
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、
笠
間

市
及
び
山
鹿
市
と
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
な
ど
を
通
じ
た
姉
妹
都
市
交

流
を
は
じ
め
、
義
士
祭
に
お
け
る
忠

臣
蔵
交
流
物
産
市
の
開
催
や
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
で
の
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

都
市
リ
レ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を

通
じ
て
、
全
国
の
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の

自
治
体
と
の
交
流
を
一
層
推
進
し
ま

す
。

　

国
際
理
解
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

国
際
交
流
協
会
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
国

際
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
小
・

中
学
校
に
お
い
て
、
引
き
続
き
外
国

人
英
語
講
師
３
名
を
配
置
し
、
国
際

理
解
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
都
市

部
で
の
定
住
相
談
会
を
通
じ「
住
む
の

に
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち
赤
穂
」の
情
報

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
新
婚
世
帯

に
対
す
る
賃
貸
住
宅
家
賃
の
一
部
助

成
や
、「
転
入
者
定
住
支
援
金
」の
交
付

に
よ
る
定
住
の
促
進
と
市
内
経
済
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
確
保
と
利
便
性
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
圏
域
バ
ス「
て

い
じ
ゅ
う
ろ
う
」を
運
行
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
圏
域
バ
ス
を
活
用
し
た

市
内
循
環
バ
ス「
ゆ
ら
の
す
け
」の
増

便
を
図
る
ほ
か
、
地
域
の
実
情
に
あ

っ
た
交
通
体
系
に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
し
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
整
備
と
し
て
は
、
磯

浜
橋
歩
道
橋
の
新
設
や
中
洲
幹
線

道
路
改
良
工
事
な
ど
を
実
施
す
る
ほ

か
、都
市
計
画
街
路
の
整
備
と
し
て
、

赤
穂
大
橋
線
に
係
る
用
地
買
収
・
物

件
移
転
補
償
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
長
期
未
着
手
の
都
市
計
画

道
路
に
つ
い
て
は
、
検
証
方
針
に
基

づ
き
、
都
市
計
画
変
更
手
続
き
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
号
の
バ
イ
パ
ス
建

設
や
坂
越
大
橋
を
含
む
バ
イ
パ
ス
部

分
な
ど
国
道
２
５
０
号
の
改
良
、
交

通
安
全
施
設
の
早
期
整
備
に
つ
い

て
、
国
、
県
に
引
き
続
き
要
請
し
、

事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
内
公
共
施
設
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
整
備
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
に
よ

る
、
住
民
や
商
店
等
か
ら
の
積
極
的

な
情
報
発
信
を
促
し
、住
民
と
行
政
、

住
民
相
互
の
繋
が
り
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

た
情
報
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書
籍
の

整
備
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
電
子
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

は
、
教
育
振
興
基
本
計
画（
赤
穂
教

育
プ
ラ
ン
）に
基
づ
き
、
質
の
高
い

教
育
、
人
づ
く
り
を
推
進
し
、
子

ど
も
た
ち
が
、「
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
間

性
」と「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
総
合
的
・
計
画
的
に
推

進
し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

幼
児
を
持
つ
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、
幼
児
の「
生

き
る
力
」の
基
礎
を
育
み
、
一
人
ひ

と
り
の
発
達
や
特
性
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
の
教
育
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
保
育
士
の
確

保
に
努
め
る
な
ど
、
保
育
所
、
幼
稚

園
で
の
子
育
て
環
境
の
整
備
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

研
究
校
の
指
定
や
教
職
経
験
年
数
に

応
じ
た
研
修
会
等
を
通
し
て
教
職
員

の
資
質
と
指
導
力
の
向
上
を
図
り
、

教
科
に
お
け
る
基
礎
的
・
基
本
的
内

容
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
な
ど
、
教

育
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
児
童
・
生
徒

の
勤
労
観
・
職
業
観
を
醸
成
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
将
来
へ
の
夢
や

希
望
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事

業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
人
権
教
育
・

道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
、
救
急
救

命
や
防
災
・
防
犯
教
育
な
ど
を
通
じ

て
命
を
守
り
、
自
他
を
大
切
に
す
る

こ
こ
ろ
や
態
度
を
育
む
教
育
を
進
め

ま
す
。

　

な
お
、
い
じ
め
問
題
を
含
め
た
非

行
防
止
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
第

三
者
委
員
会
」か
ら
の
最
終
提
言
を

受
け
、
学
校
の
組
織
力
の
強
化
や
教

師
の
授
業
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
に
な
っ

多
様
な
交
流
の
推
進

多
様
な
交
流
の
推
進

交
流
基
盤
の
整
備

交
流
基
盤
の
整
備

地
域
情
報
化
の
推
進

地
域
情
報
化
の
推
進

教
育
環
境
の
整
備

教
育
環
境
の
整
備

生涯にわたり夢を育むまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

教育環境を整える
①幼児・義務教育を充実する
・新教育課程研究推進事業外� ……191万円
・教育研究所経費� ……130万円
・コミュニティ・スクール推進事業� ……59万円
・命を守る教育推進事業� ……47万円
・キャリア教育推進事業� ……132万円
・子どものちから応援事業� ……93万円
・心いきいき推進事業� ……966万円
★いじめ・暴力問題等防止対策推進事業�……363万円
　 ▽ 学校第三者評価活動外
・国際理解教育推進事業� ……[ 再掲 1,935万円］
・中学生海外派遣事業� ……[ 再掲 133万円］
・コンピュータＣＡＩ研究奨励事業� ……221万円
・情報教育推進事業� ……[ 再掲 7,901万円 ]
・地域サポート安全対策事業� ……[ 再掲 153万円 ]
・読書指導の振興と図書整備事業� ……502万円
・幼稚園預かり保育事業� ……3,610万円
　� ▽ 10幼稚園で実施、保育時間終了時から午後６時

まで
　 ▽ 早朝及び長期休業日の預かり保育の実施
・幼稚園未就園児保育事業� ……46万円
　 ▽ 未就園児（3歳児）親子を対象とした体験保育
・放課後子ども教室推進事業� ……262万円
・多子世帯保育料軽減事業� ……48万円
・学校給食モニタリング事業� ……24万円
★学校給食標語コンテスト開催経費� ……20万円

　 ▽ 市内小中学生を対象
・大型備品整備事業� ……1,200万円
　★小学校管理備品等整備外
★学校施設安全対策事業� ……3,800万円

　 ▽ 消防用設備等改修外
★デジタルテレビ整備事業� ……312万円

　 ▽ 小学校
・耐震対策補強事業� ……3億5,750万円
・大規模改造事業� ……6億5,970万円
・太陽光パネル設置事業� ……2,530万円

・坂越中学校整備事業� ……2,500万円
★幼稚園舎改築事業� ……2,930万円

　 ▽ 実施設計（赤穂幼稚園、塩屋幼稚園、尾崎幼稚園）
・給食センター整備事業� ……1,860万円
②特別支援教育を充実する
・特別支援教育推進事業� ……1,763万円
　★特別支援教育指導補助員配置事業

　 ▽ 特別支援教育振興事業
　★特別支援教育ＩＣＴ推進事業
・特別支援教育事業 8幼稚園� ……1,600万円
③信頼される学校園づくりを進める
・教育委員会だより発行事業� ……31万円
・「トライやる・ウィーク」推進事業� ……377万円
・環境体験事業� ……175万円
・中学生地域貢献活動推進事業� ……40万円
④若い力を健全に育成する
・青少年健全育成推進事業� ……197万円

生涯学習・スポーツ活動を推進する
①生涯学習を充実する
・生涯学習推進専門員設置事業（1名）� ……186万円
・子育て学習活動推進事業� ……353万円
・公民館活動の充実� ……743万円
・高齢者にやさしい公民館づくり事業� ……100万円
・耐震診断推進事業� ……1,270万円

　 ▽ 坂越公民館★市民会館
・図書館事業の普及� ……3,276万円
・公民館整備事業� ……5,657万円
　★施設整備外
・耐震対策補強事業� ……270万円

　 ▽ 実施設計（★尾崎公民館）
・市民会館整備事業� ……310万円
②スポーツ活動を推進する
・�市民総合体育館及び城南緑地運動施設等管理委託金
� ……6,867万円
・体育振興事業（体育協会補助金外）� ……164万円
・スポーツ先進都市推進事業� ……270万円

・スポーツ推進計画促進事業� ……28万円
・忠臣蔵旗少年剣道大会（第26回）� ……230万円
・近畿高等学校剣道選抜大会（第8回）� ……100万円
・赤穂義士杯青少年柔道大会（第8回）� ……100万円
・赤穂義士旗争奪親善ゲートボール大会（第19回）
� ……5万円
・坂越湾ヨットレース（第5回）� ……10万円
・赤穂シティマラソン大会開催経費（第4回）
� ……1,800万円
★赤穂市長旗争奪少年野球大会開催経費（第1回）
� ……40万円
・体育施設整備事業� ……733万円
・野外活動センター整備事業� ……275万円
・尾崎・御崎地区都市再生整備事業
� ……[ 再掲 4億8,500万円 ]

個性ある地域文化を創造する
①歴史・伝統文化を継承し活用する
・地域文化財調査事業� ……157万円
★市史等編さん事業� ……208万円

　 ▽ 図説赤穂市史編さん事業外
・文化財保存顕彰事業� ……20万円
・文化財普及活用事業� ……175万円
・文化財公開活用事業� ……490万円
・赤穂城跡整備事業� ……2,710万円
・赤穂城跡公園整備事業� ……[ 再掲 1億550万円］
・埋蔵文化財調査事業� ……830万円
・文化財施設整備事業� ……2,270万円
　★沖田遺跡公園屋根葺替外
・民俗資料館整備事業� ……430万円
・歴史博物館整備事業� ……620万円
・海洋科学館整備事業� ……150万円
②文化芸術活動を推進する
・文化会館自主事業助成（文化とみどり財団補助）
� ……2,323万円
・赤穂国際音楽祭開催事業� ……700万円
・文化会館整備事業� ……690万円

生
涯
に
わ
た
り

夢
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

第
４
の
柱

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
平
成
28
年
１
月
に
導

入
さ
れ
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

へ
の
対
応
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護

に
配
慮
し
な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護

条
例
や
情
報
公
開
条
例
の
適
正
な
運

用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
情

報
媒
体
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

行
政
が
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行

う
だ
け
で
な
く
、
市
民
と
行
政
が
情

報
を
共
有
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
、
審
議
会
等
の
委
員
の
市
民

公
募
な
ど
、
市
民
参
加
の
機
会
を
引

き
続
き
設
け
ま
す
。

　

行
政
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

広
報
あ
こ
う
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
積
極
的
に
活
用
し
、
広
報
機
能
の

充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
早
か
ご
セ
ミ

ナ
ー
の
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
や
各
種
団
体
、
地

域
団
体
と
の
対
話
な
ど
、
直
接
市
民

の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
聴
く
機
会
や

場
を
設
け
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
条
例
や
第
２
次
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
全
庁
的
な
取
り
組

み
を
総
合
的
に
展
開
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
相
談
員
や
専
門
員
に
よ
る
相

談
の
実
施
、
講
演
会
の
開
催
、
女
性

交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を

生
か
し
た
、「
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
て
、
各
地
区

で
の
ま
ち
づ
く
り
連
絡（
推
進
）協
議

会
の
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
や
少
子
高
齢

化
、
高
度
情
報
化
な
ど
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
多
様
化
、
高
度
化
し
、
増

大
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動

力
を
身
に
つ
け
、
地
域
の
諸
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
行
政
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
危
機
管
理
能
力

や
コ
ス
ト
意
識
と
経
営
感
覚
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目
線
で

考
え
、
行
動
し
、
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
親
し
ま
れ
る
人
材
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
な

ど
の
不
正
取
得
を
抑
止
す
る
た
め
、

本
人
通
知
制
度
を
導
入
す
る
ほ
か
、

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
自
動
窓
口

受
付
機
を
設
置
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
コ
ン

ビ
ニ
収
納
に
か
か
る
税
目
を
拡
充
し

納
税
者
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
病
院
事
業
な
ど
の
公
営
企

業
に
つ
い
て
は
、
借
入
資
本
金
の
負

債
計
上
、み
な
し
償
却
制
度
の
廃
止
、

退
職
給
付
金
の
計
上
の
義
務
化
な
ど

を
主
な
改
正
内
容
と
す
る
地
方
公
営

企
業
会
計
制
度
の
見
直
し
に
対
し
て

対
応
し
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
環
境
は
、
依
然
と
し

て
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、「
第
７
次

赤
穂
市
行
政
改
革
大
綱
」に
基
づ
き

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

公
共
施
設
に
お
け
る
新
電
力
の
導
入

な
ど
、
今
後
も
行
政
経
費
の
節
減
に

努
め
る
ほ
か
、
施
策
の
展
開
に
あ
た

っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

緊
急
度
や
必
要
性
な
ど
を
十
分
に
検

討
し
、「
選
択
と
集
中
」に
よ
る
財
源

の
重
点
的
、効
率
的
な
配
分
を
行
い
、

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
市
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
引
き
続
き
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

様
と
協
働
し
て「
元
気
で
魅
力
あ
ふ

れ
る　

将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け

る
ま
ち
」を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
格
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ 

ま
す
。

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

健
全
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営

健
全
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営

登
校
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
関

西
福
祉
大
学
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
、
教
育
相
談
や
こ
こ
ろ
の
教

室
相
談
員
の
配
置
な
ど
、
指
導
・
相

談
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
発
的
・
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
学
ん
だ
成
果
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
た
め
の
人
材
の
育
成
や
活

動
の
場
の
創
出
を
進
め
、
生
涯
学
習

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
中
央

公
民
館
や
各
地
区
公
民
館
に
お
い
て

は
、
体
系
的
な
学
習
機
会
の
場
を
提

供
す
る
た
め
、
子
ど
も
教
室
、
パ
ソ

コ
ン
講
座
や
外
国
語
講
座
、
高
齢
者

生
き
が
い
創
造
事
業
な
ど
を
引
き
続

き
開
催
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
大
学
、

千
種
川
カ
レ
ッ
ジ
及
び
特
色
あ
る
地

区
公
民
館
事
業
を
実
施
し
、
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。
ま

た
、
耐
震
診
断
結
果
を
受
け
て
、
尾

崎
公
民
館
耐
震
対
策
補
強
工
事
に

向
け
て
実
施
設
計
を
行
う
ほ
か
、
御

崎
公
民
館
施
設
整
備
工
事
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　

子
育
て
学
習
活
動
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
悩
み
相
談
や
子
育

て
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
る
ほ
か
、

各
地
区
公
民
館
で
の
子
育
て
出
前
講

座
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
絵
本

講
座
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
な
ど

の
読
書
活
動
の
推
進
と
、
子
ど
も
の

読
書
環
境
の
整
備
に
努
め
る
ほ
か
、

周
辺
地
区
を
対
象
に
し
た
ブ
ッ
ク
宅

配
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を
契
機
と

し
て
、
新
た
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
を
は
じ
め
、
恵
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

市
民
の
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
を
効
率
的
・
効
果
的
に

推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
体
育
協
会
、
関
係
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
協
力
を
得
て
、
市
民
総
合
体
育

祭
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
開
催
な
ど
を
支
援
す
る
ほ

か
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
交
流

機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
た
に

少
年
野
球
大
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

忠
臣
蔵
旗
少
年
剣
道
大
会
や
赤
穂

義
士
杯
青
少
年
柔
道
大
会
、
近
畿
高

等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
な
ど
を
継

続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
４
回
赤

穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど

の
大
会
を
開
催
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

歴
史
資
源
の
保
全
・
整
備
に
つ
い

て
は
、
文
化
財
保
存
整
備
事
業
と
し

て
、
引
き
続
き
赤
穂
城
跡
の
二
之
丸

石
垣
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て

は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
や
地

域
文
化
財
調
査
、
文
化
財
顕
彰
事
業

の
ほ
か
、
有
年
考
古
館
に
お
い
て
引

き
続
き
特
別
展
や
企
画
展
を
開
催
す

る
な
ど
、
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る

と
と
も
に
、
東
有
年
・
沖
田
遺
跡
公

園
復
元
住
居
屋
根
葺
替
工
事
等
、
文

化
財
施
設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
文
化
会
館
は
、
市
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
広
く
利
用
さ
れ

交
流
の
場
と
な
る
よ
う
運
営
に
努
め

ま
す
。
鑑
賞
事
業
と
し
て
は
、
ナ
サ

ニ
エ
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ

ー
ト
を
は
じ
め
、
一
流
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
歌
舞
伎

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
参
加
型

事
業
と
し
て
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
第
九

演
奏
会
、
ぶ
ら
っ
と
フ
ラ
ッ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
教
室
や

吹
奏
楽
教
室
を
引
き
続
き
開
催
し 

ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
市
民
文
化
祭
や
美
術
展
、
観
月
会

な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
児
童
合
唱

団
、
勤
労
者
芸
術
文
化
振
興
事
業
な

ど
の
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
に
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

成
熟
社
会
と
な
っ
た
今
、
市
民
が

主
体
的
・
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
、

誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
活
力
に
満
ち

た
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
と

行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
各
種
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
等
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
推
進

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

個
性
あ
る
地
域
文
化
の

創
造
個
性
あ
る
地
域
文
化
の

創
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市民と行政がともに歩むまち�★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

市民との協働を推進する
①開かれた市政を推進する
・高等教育機関連携推進事業� ……20万円
②市民と行政の情報共有化を進める
・広報の充実� ……1,021万円
・情報公開・個人情報保護推進経費�……54万円
・ホームページ運営経費� ……363万円
・窓口発ふるさと赤穂ＰＲ事業� ……30万円
③男女共同参画社会を築く
・男女共同参画社会づくり推進事業�……208万円

多様なコミュニティ活動を活性化する
①多様なコミュニティ活動を活性化する
・まちづくり振興協会補助金� ……2,700万円
・地区まちづくり支援事業� ……778万円
・集会施設設置事業� ……450万円
・コミュニティーセンター等整備事業�……96万円

健全で効率的な行財政運営を行う
①健全で効率的な行財政運営を行う
・高度情報化推進事業�……[ 再掲 1億1,200万円］
・事務改善経費� ……[ 再掲 1,690万円］

・住民基本台帳ネットワークシステム管理経費
� ……［再掲 197万円］
・戸籍事務電算化事業� ……［再掲 4,870万円］
★戸籍システム改修経費� ……[ 再掲 486万円］
★市例規集情報化推進事業�……[ 再掲 983万円］
★情報基盤整備事業� ……[ 再掲 4,826万円］
・固定資産評価資料作成事業� ……810万円
・徴収対策事業� ……1,884万円
　�★コンビニ収納導入（軽自動車税）、市県民税、

固定資産税、国民健康保険税
・入札事務改善経費� ……163万円
・行政評価推進事業� ……34万円
・指定管理者選定委員会開催経費� ……20万円
★選挙事務合理化推進経費� ……35万円

　 ▽ 選挙入場券カスタマバーコード対応
★農業委員会委員選挙� ……400万円

　 ▽ 平成26年7月19日 任期満了
★市長選挙� ……2,000万円

　 ▽ 平成27年1月26日 任期満了
★兵庫県議会議員選挙� ……360万円

　 ▽ 平成27年6月10日 任期満了
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赤穂すこやかセンター（仮称）整備事業
事業費� 2億2,800万円
　国庫支出金� 7,680万円
　市債� 1億3,060万円
　一般財源� 2,060万円

　赤穂海浜公園北側の赤穂海浜スポーツセンターの整備などを
進め、赤穂海浜公園を核としたスポーツ・レクリエーション拠
点としての機能向上を図ります。

事業費� 4億9,560万円
　国庫支出金�1億9,696万円
　市債� 2億6,560万円
　一般財源ほか� 3,304万円

育児健康支援事業

　新たに、父親の育児参加と
成人までの健康記録を加えた
親子健康手帳の交付を開始す
るほか、生後 5 か月児対象
のベビーレッスンを実施する
など、継続的な健康管理、育
児支援を図ります。

事業費� 165万円
　一般財源� 165万円

義士祭パレード等事業

　土曜日開催となる前夜祭で
は、プロジェクションマッピ
ングを計画し、義士祭当日は、いきつぎ広場への観覧席の設置
やパレードの充実を図るなど、第 111 回義士祭を盛大に開催
します。

事業費� 2,521万円
　一般財源� 2,521万円

　地震、津波、風水害等の自然
災害から、市民の生命、身体を
守るため、防災行政無線の本体
工事に着手し、迅速・的確な情
報伝達体制の整備を図ります。

事業費� 2億7,550万円
　国庫支出金� 1億3,765万円
　市債� 1億2,380万円
　一般財源� 1,405万円

市民病院整備事業（第二期基本構想の推進）

　「第二期基本構想」早
期実現のため、新病棟建
設等基本設計及び立体駐
車場等の整備に着手し、

「医師にも患者様にも選
ばれる病院づくり」を推
進します。

事業費� 2億9,922万円
　市債� 2億5,920万円
　一般財源� 4,002万円

土地区画整理事業
事業費� 4億5,825万円
　国庫支出金� 2億2,100万円
　市債� 2億1,080万円
　一般財源ほか� 2,645万円

尾崎・御崎地区都市再生整備事業

　有年地区、野中・
砂子地区、浜市地区
における土地区画整
理事業を推進し、道
路や公園の整備並び
に宅地の利用促進を
図り、快適で機能的
な生活空間を創出し
ます。

防災行政無線整備事業

写真で見る予算

　わたくしたちの赤穂市は、播磨灘と千種川の清流にはぐくまれ、古い
歴史と伝統をもつ、義士発祥のまちです。
　このまちを愛するわたくしたちは、誇りと責任をもち、自然と調和のある豊
かで希望にみちたふるさとづくりをめざし、ここに市民憲章を定めます。

１．自然と歴史を大切にし、美しいまちをきずきます。
１．教養を高め、文化の向上につとめます。
１．健康で働き、明るい家庭をつくります。
１．互いに助け合い、愛の輪をひろげます。
１．きまりを守り、秩序ある生活をおくります。

市 民 憲 章

　保健・福祉の拠点施設として、健康づくりと子育て支援機能
を包括した赤穂すこやかセンター（仮称）の整備に着手し、子
育て環境の一層の充実を図ります。


